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二標本問題 検定例 2 訂正版 

 

【問題設定】 標本 A、Bはそれぞれ製法A、Bにおける 10,000 個あたりの不良品の個数のデータ

からなっており、 
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であるものとする。いま、
222 σσσ == BA であるが、未知であるとき、 

BABA vs µµµµ ≠= :　H          :　H 10 対立仮説帰無仮説  

の検定を、有意水準をα=0.05 として行いたい。 

 

【検定手順】 データが次表で与えられるから、 

標本Ａ 標本 B 
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1 12 36 18 49

2 23 25 25 0

3 18 0 30 25

4 20 4 23 4

5 17 1 26 1

6   28 9

合計 90 66 150 88

185/90ˆ 5 === XAµ 、 256/150ˆ 6 === YBµ 。ところで、
222 σσσ == BA という仮定より、 
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帰無仮説H0の下では（=H0が正しいとき）、τは自由度9の t分布にしたがう。対立仮説H１から、

両側検定となるので、計算されたτの値が自由度 9 の t 分布の上側 2.5%点である 2.262 と下側

2.5%である-2.262の間にあれば、帰無仮説H0を採択する。また計算されたτの絶対値が2.262 よ

りも大きければ帰無仮説 H0を棄却する。 

 例のケースでは|τ| = 2.79 > 2.262 であるので、帰無仮説 H0を棄却する。 

NOTE: 

講義ではこの値を 79 とし

たが、正しくは 88 である。 


